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問問 教育委員会庁舎教育指導課（内線 7154） 教育委員会庁舎教育指導課（内線 7154）

▲ 10月２日に開催した除幕式の様子

　市教育委員会では、誰一人取り残さない教育環境をつくっていく　市教育委員会では、誰一人取り残さない教育環境をつくっていく
ために、教育改革プランの１つとして「総合教育支援センターの開ために、教育改革プランの１つとして「総合教育支援センターの開
設」を掲げ、10 月１日、十和小学校跡地（上長沼 1250）に「総合設」を掲げ、10 月１日、十和小学校跡地（上長沼 1250）に「総合
教育支援センター」を開所しました。教育支援センター」を開所しました。
　総合教育支援センターは、教育相談、いじめ対策、不登校に関す　総合教育支援センターは、教育相談、いじめ対策、不登校に関す
る相談など、教育全般に関して幅広く支援していきます。また、保る相談など、教育全般に関して幅広く支援していきます。また、保
護者の皆さんのさまざまな相談に対応できるよう、教育相談員や支護者の皆さんのさまざまな相談に対応できるよう、教育相談員や支
援員のほか、スクールカウンセラーを配置しています。援員のほか、スクールカウンセラーを配置しています。
　　また、総合教育支援センターの開所に合わせて、学校に行きづらまた、総合教育支援センターの開所に合わせて、学校に行きづら

お話やランチをしたりなど、交流の場として
活用できます。

談話室

相談室
子どもたちや保護者の方が、スクールカウンセ
ラーや相談員に気軽に相談できます。

十和小学校跡地に

いお子さんを支援する「適応支援教室『なのはな』」を、伊奈庁いお子さんを支援する「適応支援教室『なのはな』」を、伊奈庁
舎敷地内から移設しました。適応支援教室「なのはな」を開所舎敷地内から移設しました。適応支援教室「なのはな」を開所
した平成 26 年当時は、学校に行けない子どもたちが増えはじめした平成 26 年当時は、学校に行けない子どもたちが増えはじめ
たころで、子どもたち一人ひとりの想いを受け止めながら指導たころで、子どもたち一人ひとりの想いを受け止めながら指導
にあたっていました。その後、学校に行けない子どもたちは年々にあたっていました。その後、学校に行けない子どもたちは年々
増加傾向となり、教室や学習活動のスペース不足が課題となっ増加傾向となり、教室や学習活動のスペース不足が課題となっ
ていました。今回の移設により、教室が１部屋から５部屋に増え、ていました。今回の移設により、教室が１部屋から５部屋に増え、
体育館やグラウンドなども使えるようになり、子どもたちがこ体育館やグラウンドなども使えるようになり、子どもたちがこ
れまで以上にのびのびと活動できるようになりました。れまで以上にのびのびと活動できるようになりました。
　お子さんの様子で何か不安なことや気づいたことがあれば、　お子さんの様子で何か不安なことや気づいたことがあれば、
お気軽に総合教育支援センター（☎ 0297 ‐ 52 ‐ 4332）まお気軽に総合教育支援センター（☎ 0297 ‐ 52 ‐ 4332）ま
でご相談ください。でご相談ください。

学習室
子どもたちが学習に集中できるように、パーテーションで区切られ
ている部屋もあります。
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